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1987 IFAC World Congress Young Author Prize
1997 情報処理学会坂井記念特別賞
2005 半導体理工学研究センタ共同研究賞
2008 LSI・オブ・ザ・イヤー 2008 準グランプリ, 
Intel Asia Academic Forum Best Research Award
2010 IEEE CS Golden Core  Member Award
2014 文部科学大臣表彰科学技術賞研究部門
2015 情報処理学会フェロー , 
2017 IEEE Fellow, 2017 IEEE Eta-Kappa-Nu
2019 IEEE CS Spirit of Computer Society Award
2020 情報処理学会功績賞

査読付き論文221件, 招待講演190件,
特許取得54件(日本・米国・英国・中国等),
新聞・Web記事・TV等メディア掲載 625件

1980 早大電気工学科卒, 1982同修士了
1985 早大大学院博士課程了 工学博士

カリフォルニア大学バークレー客員研究員
1986 早大理工専任講師, 1988年 助教授
1997 教授、現在 理工学術院情報理工学科
1989～1990 イリノイ大学Center for

Supercomputing  R&D客員研究員
2004 アドバンストマルチコア研究所所長
2017 日本工学アカデミー会員（2020より理事）,

日本学術会議連携会員
2018 IEEE Computer Society President, 早大副総長

政府・学会委員等歴任数 263件
IEEE Computer Society President 2018, Executive 
Committee委員長, 理事(2009-14), 戦略計画委員会委員長,
Nomination Committee委員長, Multicore STC 委員長,  
IEEE CS Japan 委員長 (2005-07), IEEE技術委員会 等
【経済産業省・NEDO】 情報家電用マルチコア・
アドバンスト並列化コンパイラ・グリーンコンピューティング・
プロジェクトリーダ, NEDOコンピュータ戦略委員長等
【内閣府】スーパーコンピュータ戦略委員, 政府調達苦情検
討委員, 総合科学技術会議情報通信ＰＴ 研究開発基盤領
域&セキュリティ・ソフト検討委員, 日本国際賞選定委
【文部科学省・海洋研】地球シミュレータ（ES）中間評価委員、
情報科学技術委員, ＨＰＣＩ計画推進委員,次世代スパコン
（京）中間評価委員・概念設計評価委員, 地球シミュレータ
ES2導入技術アドバイザイリー委員長等,
JST ムーンショット G3 ロボット & AI Vice Chair, 
【COCN】 産業競争力懇談会理事,等

早稲田オープンイノベーションバレー構想
早稲田大学 副総長（研究・情報化推進） 笠原博徳
IEEE Computer Society President 2018

http://www.kasahara.cs.waseda.ac.jp/index.html.ja
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【世界にはばたく早稲⽥卒業⽣のベンチャー】
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IEEE Computer Society IEEE CS (1946年設立)72年の歴史の
中で初めて、北米以外から会長に選出
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ACM/IEEE SC(SuperComputing)19, Denver, Nov.17-22, 2019

Cornel Univ. Prof. Steven Squyres火星探査、CalTech. Dr. Katie Boumanブラックホールの可視化等のる講演等
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総合科学技術会議（平成20年4月10日）での
NEDOリアルタイム情報家電用マルチコアチップ・デモの様子

http://www8.cao.go.jp/cstp/gaiyo/honkaigi/74index.html 1985年よりコンパイラ（ソフト）

・アーキテクチャ（ハード）協調
設計マルチプロセッサの研究
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太陽光電力で動作する情報機器

リアルタイムMPEG2デコードを、8コアホモジニアス
マルチコアRP2上で、消費電力1/4に削減

太陽電池で駆動可

電力制御無し
平均電力
5.73 [W]

電力制御有
平均電力
1.52 [W]

電力を
ソフトで
1/4に
削減

電力制御無し

周波数/電圧・電源遮断制御

省電力分

7

6

5

4

3

2

1

0

（W）

世界唯一の差別化技術

コンピュータの消費電力をHW&SW協調で低減。電源喪失時でも動作することが可能。
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実施場所：グリーン・コンピューティング・システム研究開発センター

＜目標＞
太陽電池で駆動可能で
冷却ファンが不要な
超低消費電力・高性能マルチコア/
メニーコアプロセッサ*のハードウェア、
ソフトウェア、応用技術の研究開発

*1チップ上に多数のプロセッサコアを
集積する次世代マルチコアプロセッサ

＜産学連携＞
日立,富士通, ルネサス,NEC, トヨタ, 
デンソー, オリンパス,NSITEX、三菱電機,
オスカーテクノロジ等

＜波及効果＞
超低消費電力メニーコア
CO2排出量削減
サーバ国際競争力強化
我が国の産業利益を支える

情報家電,自動車等の高付加価値化

経済産業省「2009年度産業技術研究開発施設整備費補助金」
先端イノベーション拠点整備事業

2011年4月13日竣工, 2011年5月13日開所



Ｄ円

スマー
トフォ
ン

カメラ

ﾃﾞｽｸﾄｯ
ﾌﾟスパコ
ン

笠原・木村研究室：アドバンストマルチコアプロセッサ研究所

車載（エンジン制御・
自動運転Deep Learning・
ADAS・MATLAB/Simulink
自動並列化)デンソー，
ルネサス,NEC

医用画像処理等専用サーバ

(医療：重粒子線照射計画)日
立

グリーンクラウドサーバﾞ

太陽電池駆動・
週1以下の充電

FA 三菱

OSCARマルチコア/メニーコア
＆コンパイラ オスカー

グリーンスパコン

O
S
C
A
R

O
S
C
A
R

OSCAR
Many‐core
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命を守る環境を守る

産業競争力を守る

アドバンストマルチコアプロセッサ研究所

OS API

カプセル内視
鏡オリンパス

大学企業

持続的高
付加価値
製品の開

発

早稲⽥⼤学グリーンコンピューティング研究機構

高速化

高信頼・低コス
ト・ソフト開発

医
療

産
業

災
害生

活

首都圏直下型地震火災延
焼､
住民避難指示

制御

低消費電力化

交通シミュレー
ション・信号制
御 NTTデータ・
日立

新幹線
車体設
計・
ディープ
ラーニ
ング・日
立



グランドデザイン

たくましい知性 しなやかな感性

価値観の共有

世界で輝くＷＡＳＥＤＡ

研究の早稲田 教育の早稲田 貢献の早稲田
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Toshio FUKUDA

Waseda Alumni: Contribution for International Academic Societies

S

Aiji TANAKA

President
International Political 

Science Association (IPSA) 
President 2016

Hironori KASAHARA

Senior Executive Vice President
IEEE Computer Society President 
2018. The first president from 
outside USA and Canada in 72 
years CS history. CS has 84,000 
members from, 168 countries.

Tetsuya OSAKA

The Electrochemistry Society, 
President 2013‐2014

Hiroyuki NISHIDE

Federation of Asian Polymer 
Societies, President

Shuichi FURUYA

A member of United Nations 
Human Rights Committee

The University Professor Waseda,  
Waseda Alumnus, Prof. Emeritus 
Nagoya Univ., Prof. Meijo Univ. 
IEEE President 2020. The first 
from Asia in 135 years history.
IEEE has 420,000 members.
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2019.5.23-8.26 大英博物館『The Citi exhibition Manga』に妖怪引幕を出展

2019.6.29ジャパンハウス・ロンドンで大英博物館・Birmingham大学と共同で
Classical Arts*Digital Tech シンポジウム

6.28
QSランキング
THEランキング
両社CEOを訪問

 早稲田大学紹介
 大学の価値議論
 ランキングの受

験生並びに世界
の将来に与える
影響についても
議論
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THE World Academic Summit, チューリッヒ工科大学,2019.9.10
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Oxford University, 11/12-13,2019（CSでの招待講演及び連携協議）

Vice Chancellor Prof. Louise Richardson
(WoI 2020での基調講演（予定）)

Head of Astrophysics：Prof. Rob Fender
Dept. of Physics: Prof. Ian Shipsey
Astrophysics: Prof. H.Falche, et. al.

Merton College
Warden: Prof. Irene Tracy
Fellow: Dr. Peter Braam
Sub Warden: Prof. Judy Armitage
CS: Prof. Jeremy Gibbons 

Choral Evensong, 750th Anniversary Room



2020年4月オックスフォード大とのCS,数学,物理での研究協定
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早稲田大学 産学連携オープン・イノベーション

少子化・技術競争力の低下が叫ばれる日本の競争力を強化す
るため、大学のオリジナリティを有効利用し、
産業界からの高付加価値製品共創を行うことが必要

共創した高付加価値製品からの利益を大学との共同研究に
再投資し、研究費で雇用する（生活費・学費の支給）博士学生
と共に、産業界ニーズを満たす世界唯一・最先端の技術を共
同開発し、これを通し即戦力・創造性の高い世界レベルの博
士を育成、持続的競争力強化を目指す。

早稲田大学は、オープン・イノベーション・バレー構想の下、産
官学連携支援組織改変・ワンストップ窓口化、即戦力高度人
材育成、社会ニーズを把握した研究推進、国際知財取得・活
用支援、ベンチャー育成等を含むオープンイノベーションを推進
し、産学間の死の谷を乗り越えるエコシステム構築を目指す。
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早稲田オープン・イノベーション・エコシステム

ニーズ
研究費

産業界
 産学連携競争領域研

究開発・実用化
 ビジネスモデル構築

(標準化含め)

産学連携研究
教員・大学院生・

産業界技術者・研究者参加
産業界からのニーズに基づく
未知問題解決・実用化に挑む

大学発ベンチャー

世界に有用な高付加価値
製品・サービス

早稲田大学
研究活性化
 博士学生雇用（世界で輝く人材育成）
 トップ論文誌・国際会議掲載支援
 研究者インセンティブ：報奨・講義軽減
 競争領域産学連携研究スペースの提供
 トップ研究者の雇用
産学連携推進
 ワンストップ窓口
 知財創出支援：特許申請・審査
 知財活用支援：ライセンシング
 産業界とのマッチング支援(WOI含む）
 シーズ技術紹介（広報）
 ニーズ解決に向けた学内チーム構築
 契約支援（見積,学生含むNDA・知財）
 研究費管理・研究倫理講座受講支援
ベンチャー創出・育成
 ベンチャーファンド紹介
 知財ライセンシング：現金・株等
 経営・経理・会計・法律人材紹介
 顧客（バリューアップ）マッチング支援 国

信頼・協力
マッチング

支援

高
度
人
材

研究チーム・知財

創出・育成

共
同
開
発
技
術
・
知
財新技術

技術者

シーズ紹介
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受⼊機能

産官学連携推進部⾨

研究戦略部⾨

研究推進部

理事会
副総⻑（研究推進担当）

ｲﾝｷｭﾍﾞｰｼｮﾝ部⾨

研究企画課
研究⽀援課
研究ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ課

本部事務機構

リサーチイノベーションセンター

研究推進
ワンストップ
サービス

事務職

ｵｰﾌﾟﾝｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ
事業部⾨

早稲⽥C

ﾌｧｸﾄﾘｰ

申請
⽀援

受⼊
執⾏

技術
移転

ﾍﾞﾝﾁｬｰ
創出

研究戦略ｾﾝﾀｰ
（対外呼称）

ｵｰﾌﾟﾝｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ戦略研究機構
（対外呼称）

ｲﾝｷｭﾍﾞｰｼｮﾝ推進室
（対外呼称）

（申請⽀援/受⼊・執⾏/
技術移転等）

⽂学学術院
⼾⼭総合事務センター

理⼯学術院
研究総合⽀援課

理⼯学術院
情報⽣産ｼｽﾃﾑ研究ｾﾝﾀｰ

⼈間・ｽﾎﾟｰﾂ科学学術院
所沢総合事務センター

研究費受⼊（事務系） 研究所

事務職

⼾⼭C

理⼯C

北九C

所沢C

現代政治経済研究所
⽐較法研究所
法務教育研究ｾﾝﾀｰ
教育総合研究所
商学学術院総合研究所
ﾋﾞｼﾞﾈｽﾌｧｲﾅﾝｽ研究ｾﾝﾀｰ
ｱｼﾞｱ太平洋研究ｾﾝﾀｰ
先端社会科学研究所

総合⼈⽂科学研究ｾﾝﾀｰ

理⼯学術院総合研究所
各務記念材料技術研究所
国際情報通信研究ｾﾝﾀｰ
環境総合研究ｾﾝﾀｰ

⼈間総合研究ｾﾝﾀｰ
ｽﾎﾟｰﾂ科学研究ｾﾝﾀｰ

⽀援

情報⽣産ｼｽﾃﾑ研究ｾﾝﾀｰ

事務職

事務職

事務職

研究院事務所

研究機構

ｸﾞﾘｰﾝ･ｺﾝﾋﾟｭｰﾃｨﾝｸﾞ
･ｼｽﾃﾑ研究機構

ｽﾏｰﾄ社会技術融合研究機構

次世代⾃動⾞研究機構

次世代ﾛﾎﾞｯﾄ研究機構

地域・地域間研究機構

ﾅﾉ・ﾗｲﾌ創新研究機構

総合研究機構

重点領域研究機構

研究費受⼊（事務系）

研究院

⽀援

事務職

兼務
体制

⽀援

研究院
ﾃﾞｰﾀ科学総合
研究教育ｾﾝﾀｰ

各学術院

学術院・附属機関・
研究院・研究教育ｾﾝﾀｰ

研究教育ｾﾝﾀｰ
⽀援

早稲⽥研究推進ワンストップ窓⼝
WasedaOneStopResearch@list.waseda.jp

※10⽉1⽇開設
URL https://www.waseda.jp/inst/research/
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研究推進関連組織
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早稲⽥⼤学オープンイノベーション戦略研究機構

オープンイノベーション戦略研究機構

（リサーチイノベーションセンター オープンイノベーション推進部⾨）
2020年4⽉1⽇ （現在）

CM=クリエイティブ・マネージャー
FCM=ファクトリー・クリエイティブ・マネージャー 共通領域技術⽀援（CM）

宮﨑守康研究院教授 ⼯学全般

リサーチイノベーションセンターURAによるファクトリー⽀援
⼀村信吾教授 ⼯学担当URA（ナノテク、表⾯⼯学、表⾯計測）
橋本和夫教授 ＩoＴ担当URA（⼈⼯知能、知識表現）
⽩川芳幸教授 ⼯学担当URA（電気、電⼦⼯学、原⼦⼒・放射線⼯学）
丸⼭浩平教授 ⼯学担当URA（バイオ、機械⼯学）
⽥沼知⾏教授 情報通信担当URA（ＩoＴ/データ活⽤）
稲⽥修⼀教授 情報通信担当URA（技術戦略・政策）
荒 克俊研究院教授 ⽣命科学担当URA（バイオ）

クリエイティブ・パートナーズ／⼈社系の教員によるファクトリー、FCM⽀援
恩藏直⼈教授 専⾨︓マーケティング
⼭野井順⼀准教授 専⾨︓企業経営・組織マネジメント
牧 兼充准教授 専⾨︓科学技術アントレプレナーシップ
※商学学術院等所属専任教員

運営委員会

知財マネージャー
⻑尾洋昌 バイオ分野

榎本英俊 弁理⼠、機械、エネルギー分野

三島克彦 ＩＣＴ分野

法務マネージャー
（弁護⼠）

外⼭太⼠ 契約担当

平井昭光 利益相反マネジメント担当

事 務 局
事務⻑ ⼭本事務⻑

業務
委託

総務・⼈事担当 財務・契約担当

事業推進担当 営業推進担当

機構⻑ 笠原博徳

統括CM 中⾕義昭

早稲⽥⼤学副総⻑（研究推進・情報化推進担当）

（副機構⻑）

リサーチ・ファクトリー（研究プロジェクト）
数理エネルギー
変換⼯学

持続可能なエネルギー・
環境技術創出

⾃動⾞⽤
パワートレイン技術

先端ICT技術
の社会応⽤

⾰新的
⽣物資源利⽤ 建築・まちづくり ⾰新的

資源循環技術
科学技術と
新事業創造

ＰＩ教員｜斎藤 潔
参画教員｜宮川和芳 ＰＩ教員｜松⽅正彦 ＰＩ教員｜草⿅ 仁

ＰＩ教員｜⼾川 望
参画教員｜尾形哲也
⼭名早⼈、鷲崎弘宜

ＰＩ教員｜⽵⼭春⼦ ＰＩ教員｜後藤春彦
ＰＩ教員｜所 千晴
参画教員｜⼤和⽥秀⼆

⼭⼝勉功
ＰＩ教員｜牧 兼充

ＦＣＭ｜宮岡洋⼀
⻄⼭教之、松⽥憲兒

⻄村邦幸
ＦＣＭ｜松本隆也 ＦＣＭ｜南タイ邦公 ＦＣＭ｜冲中秀夫 ＦＣＭ｜中島琢⾃ ＦＣＭ｜廣兼周⼀ ＦＣＭ｜林原 亨 ＦＣＭ｜阿部 博

渡邊崇之、塩⽉ 亨
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Waseda University

リサーチイノベーションセンター

⻄早稲⽥キャンパス
（理⼯）

早稲田オープン・イノベーション・バレー（Waseda Open Innovation Valley）構想
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